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北ドイツで過ごした305日間
8
世
帯
分
の
貸
家
に
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

研
究
所
ま
で
は
片
道
7
㎞
で
あ
り
、
バ
ス
も
あ

る
が
、
5
月
か
ら
は
も
っ
ぱ
ら
自
転
車
で
往
復
し

て
い
た
。
高
低
差
は
50
m
程
度
な
の
で
、
ち
ょ
う

ど
よ
い
運
動
に
な
る
。
途
中
に
は
自
転
車
、
歩
行

者
の
み
通
行
可
能
な
道
も
あ
り
、
ペ
ダ
ル
を
こ
ぎ

な
が
ら
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
た
。

研
究
所
で
は
科
研
の
課
題
と
も
関
連
す
る
「
環

境
保
全
型
農
業
の
政
策
と
経
営
実
態
」
を
中
心
に
、

研
究
員
の
人
た
ち
か
ら
情
報
収
集
を
す
る
と
と
も

に
、
現
場
を
訪
ね
る
こ
と
に
努
め
た
。

ま
ず
は
、
10
年
前
に
一
度
、
訪
ね
た
こ
と
の
あ

る
、
E
U
の
農
村
振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
L
E
A
D
E
R

の
優
良
事
例
地
、
ア
ラ
・
ラ
イ
ネ
谷
で
あ
る
。
こ

の
事
例
地
を
担
当
し
て
い
る
コ
ン
サ
ル
会
社
に
電

話
を
し
て
、
現
地
で
「
村
の
店
」
を
運
営
し
て
い

る
団
体
の
代
表
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
7
月
の
土

曜
日
に
訪
ね
た
。
こ
の
オ
タ
ー
セ
ン
と
い
う
人
口

5
0
0
人
の
村
で
は
2
0
0
1
年
、
唯
一
残
っ
て

い
た
大
手
ス
ー
パ
ー
、
エ
デ
カ
が
撤
退
し
、
最
寄

り
の
店
が
8
㎞
も
先
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、

そ
の
前
年
の
12
月
末
、
村
の
有
志
が
住
民
か
ら
資

金
を
募
り
、
E
U
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
ド
ル
フ

ラ
ー
デ
ン
（
村
の
店
）
の
開
業
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

2
0
1
1
年
に
は
カ
フ
ェ
を
併
設
し
、
地
元
住
民

だ
け
で
な
く
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
客
な
ど
外
部
か
ら

も
大
勢
訪
れ
、
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
代
表

の
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
さ
ん
は
10
時
半
か
ら
13
時
半
ま

で
こ
ち
ら
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
、
お
ま
け
に
地

元
新
聞
の
記
事
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

9
月
は
じ
め
、「
日
本
の
A
コ
ー
プ
（
農
協
が
運

営
す
る
店
舗
）
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
の
で
、

一
度
、
会
っ
て
話
を
聞
き
た
い
」
と
い
う
メ
ー
ル
が

届
い
た
。
件
の
新
聞
記
事
を
見
て
興
味
を
持
っ
た

と
い
う
。
ア
ラ
・
ラ
イ
ネ
谷
の
西
端
に
位
置
す
る

小
都
市
、
フ
ェ
ル
デ
ン
に
住
む
二
人
の
女
性
か
ら

で
あ
る
。
結
局
、
私
自
身
が
11
月
に
フ
ェ
ル
デ
ン

を
訪
ね
、
お
二
人
と
一
緒
に
地
元
の
食
べ
物
や
レ
シ

ピ
に
触
れ
る
「
女
子
旅
」
を
楽
し
ん
だ
。
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
でSteckrübe

と
い
う
大
き
な

カ
ブ
を
買
い
、
賽
の
目
に
切
り
、
牛
肉
や
他
の
野

菜
と
一
緒
に
煮
込
ん
で
食
べ
た
。
こ
の
カ
ブ
は
、
戦

争
中
や
貧
し
い
時
代
の
食
べ
物
と
し
て
長
ら
く
敬

遠
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
伝
統
野
菜
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、Grünkohl

と
い

う
葉
が
細
長
い
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
日
本
で
青
汁
の
原

料
と
し
て
知
ら
れ
る
ケ
ー
ル
の
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
も
店
頭
に
並
ん
で
い
た
。
茹
で
て
味
付
け
し
て

肉
料
理
な
ど
の
付
け
合
わ
せ
と
し
て
食
べ
る
。
ビ

タ
ミ
ン
が
豊
富
で
健
康
的
だ
と
い
う
。
季
節
に
応

じ
て
土
地
の
も
の
を
食
べ
る
の
が
身
体
に
よ
い
と

い
う
考
え
は
い
ず
こ
も
同
じ
な
の
か
、
と
思
っ
た
。

2
0
1
7
年
4
月
よ
り
10
カ
月
間
の
在
外
研
究

の
機
会
を
得
た
。
滞
在
先
は
ド
イ
ツ
北
部
の
ブ
ラ

ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
市
、
連
邦
政
府
直
轄
の
農
業

経
済
究
所
で
あ
る
。
正
式
名
称
は
ヨ
ハ
ン
・
ハ
イ

ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
チ
ュ
ー
ネ
ン
研
究
所
、
略
し

て
チ
ュ
ー
ネ
ン
研
究
所
と
い
う
。
チ
ュ
ー
ネ
ン
は
、

北
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
経
済
学
者
で
あ
り
、
経
済
地

理
学
の
古
典
で
あ
る
『
孤
立
国
』（
1
8
4
2
年
）

の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
は
人
口
約
25
万
の
都
市

で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
よ
う
な
華
や

か
さ
は
な
い
が
、
喧
騒
も
な
く
、
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
住
み
や
す
い
都
市
で
あ
る
。
歴
史
は
9
世

紀
に
さ
か
の
ぼ
る
。
旧
市
街
に
は
伝
統
的
な
木
骨

造
家
屋
（Fachw

erkhaus

）
が
建
ち
並
び
、
中
世

の
た
た
ず
ま
い
を
残
し
て
い
る
。

滞
在
中
に
借
り
て
い
た
家
も
写
真
の
よ
う
な
木

骨
造
の
家
屋
で
あ
っ
た
。
家
主
に
よ
る
と
1
8
9
0

年
頃
に
建
て
ら
れ
、
当
時
、
ト
イ
レ
や
風
呂
は
共

同
で
あ
っ
た
。
長
ら
く
空
き
家
で
あ
っ
た
の
を

1
9
9
1
年
に
買
い
取
り
、
大
々
的
に
改
装
し
て この家屋の屋根裏に住んでいた

チューネン研究所の建物と入口地元紙に掲載された写真

袋詰めで売られているケール
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